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 開口部の熱貫流率・日射熱取得率 性能一覧 （RWG194）
商品： EW（複層ガラス仕様）
仕様： アングル付き・アングルなし（アングル付き同等納まり）
品種： 縦すべり出し窓 Ｔ、ＴＦ、ＴＦＴ、Ｔ/Ｆ ドレーキップ Ｄ

横すべり出し窓 Ｓ、ＳＦ、Ｓ/Ｆ、ＳＦＳ、ＳＳ デザイン連段窓 ＴＦ/ＦＳ、Ｆ/ＳＦＳ、ＴＦＴ/３Ｆ、４Ｔ
高所用横すべり出し窓 ＫＳ 外倒し窓 単窓、２連窓、３連窓
大開口横すべり出し窓 ＤＳ 突出し窓 単窓、２連窓、３連窓
開き窓テラス Ｃ、ＣＦ、ＣＦＣ テラスドア ＴＤ、ＴＤＦW、ＴＤＦ、ＴＤＦＴＤ
ＦＩＸ窓 Ｆ、ＦＦ 勝手口ドア（一枚ガラスタイプ） ＫＤ

ガラス構成ごとの開口部の熱貫流率・日射熱取得率  

熱貫流率（Ａ～Ｃ）は、表１を参照ください。
表中の記号及び数値については、当社製ガラスでの評価となります。 ☆：室内外ガラス構成は、反転します。

ガラスの日射熱取得率

＜表１＞熱貫流率の値
・樹脂スペーサー仕様

当社製以外のガラスの場合は、「＜表1＞熱貫流率の値」のガラス中央部の熱貫流率にて判断してください。
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＜開口部の熱貫流率 ＞
・試験値はJIS A 4710に基づく代表試験体の熱貫流率です。

・計算値はJIS A 2102の熱貫流率の計算に基づき計算した代表試験体の熱貫流率です。

・代表試験体は、国立研究開発法人建築研究所ホームページ内「平成２８年省エネルギー基準に準拠したエネルギー

消費性能の評価に関する技術情報」の「窓・ドアの熱貫流率に関し試験体と同等の性能を有すると認められる評価品の

性能を有すると認められる評価品の範囲を定める基準」に基づきます。

・連段窓時に異なる複層ガラスを使用する場合、ガラス中央部の熱貫流率の数値が大きい方での評価となります。

＜日射熱取得率＞
・国立研究開発法人建築研究所ホームページ内「平成２８年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の

評価に関する技術情報」の「開口部の垂直面日射取得率」に基づく値です。

（本表ご使用の場合は、和障子及び外付けブラインド取付け時も同じ値となります。)

・開口部の日射熱取得率は、ガラスの日射取得率に0.72の係数を掛けた値です。（小数第三位以下四捨五入）

・格子入り複層ガラスの日射熱取得率は、開口部の日射熱取得率に0.9の係数を掛けた値になります。（小数点第三位以下四捨五入）

・当社ホームページ内「①建具とガラスの組み合わせ」の「ガラス・建具毎の日射熱取得率」の値もご使用可能です。

・住宅の仕様基準判断にご使用の場合は、<住宅仕様基準判断用日射熱取得率（ガラスの日射熱取得率）>をご使用ください。


